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研究成果の概要（和文）：本研究では，東日本大震災時にソーシャルメディア上で伝播した情報を，心理学と情
報学の観点から，ネットワーク構造（どのようなしくみに支えられて伝播が生じるのか）と情報価（どのような
リスク情報が伝播されやすいのか）の2次元に注目して分析し，こうした情報伝播がもつ社会的な影響について
考察した．ツイートを対象とした分析の結果，強い不安感情が情報の拡散性を高め，その傾向はパーソナルメデ
ィアがもたらす情報において顕著であることが示された．また，リスク情報拡散を担うのはネットワークの中心
性または相互性の低いユーザであることが示された．

研究成果の概要（英文）：In this research, from the perspective of psychology and informatics, we 
analyzed information propagated on social media at the time of the Great East Japan Earthquake. We 
focused on the network structure (what kind of mechanism supports propagation) and information value
 (what kind of risk information is easy to propagate). Based on the results, we examined the social 
influences of such information propagation. The analysis targets are Japanese tweets posted on 
Twitter before and after the disaster.
The resules shows that a strong anxious feeling enhanced the diffusiveness of the information, and 
this trend was shown to be prominent in the information provided by the personal media. In addition,
 it was suggested that users with low center of network or mutuality are more likely to spread risk 
information.

研究分野： 社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
東日本大震災をきっかけに，オンライン上

のソーシャルメディア（利用者の積極的な情
報発信によって形成されるメディア）を介し
た情報伝播のあり方に注目が集まるように
なった．特に，ツイッターにおける日本から
の発信数は地震発生直後に 500％増加し，リ
アルタイムでの情報のやりとりが非常に活
発に行われただけではなく，それらはわずか
1 時間のうちに世界中に伝播していたことが
分かっている．ソーシャルメディアは，単体
ではとうてい「マス」にはなりえない，しか
もごくわずかな文字数にすぎない個人のリ
アルタイムな情報発信を，特定のサービスと
いう集合体の中に布置することによって社
会性をもたせ，広域的かつ甚大な災害に関す
るきめ細やかな情報提供手段として機能さ
せたとの一定の評価を受けた．その一方で，
非常に社会不安の高まった状況下であるが
ゆえに数多く発生した流言も伝播させ，不確
かなデマの拡散を促したという指摘もある．
良きにつけ悪しきにつけ，ソーシャルメディ
アを介した情報伝播が大きな社会的影響力
をもつようになっていることは疑いようが
ない． 
しかし，実際どのようなしくみに支えられ

てどのような情報が伝播するのかを実証的
に検討する試みは当時まだ端緒に就いたば
かりであり，例えば東日本大震災時の情報伝
播を当時の実データにもとづいて検証する
試みは，研究代表者らによるもの(Miyabe, 
Miura, & Aramaki, 2012)や東日本大震災ビ
ッグデータワークショップなどがあったが，
ほとんどが情報学的な観点からのものであ
った．情報伝播の担い手は人間であり，ソー
シャルメディアは文字通りかれらの情報伝
達という行動の媒介物であることを考えれ
ば，情報伝播を人間の社会的行動の所産とし
て社会科学的な観点から捉えることは重要
な意味をもっていた． 
２．研究の目的 
本研究では，こうした背景をふまえ，東日

本大震災時にソーシャルメディア上で伝播
した情報を対象とした分析からソーシャル
メディアにおける情報伝播モデルを構築し，
さらにそれを事後の実データに適用してよ
り一般性の高いものを目指してブラッシュ
アップすることを目指した．その際は，ネッ
トワーク構造（どのようなしくみに支えられ
て伝播が生じるのか）と情報価（どのような
リスク情報が伝播されやすいのか）の 2 つの
次元に注目する．また，こうした情報伝播が
もつ社会的な影響について，心理学と情報学
の観点から分析・考察することを試みた．プ
ロジェクトは以下の 3 つに大別される．それ
ぞれの目的について述べる． 
(1) まず，緊急事態における人間行動，特に
感情表出および情報共有行動に着目して情
報処理の特徴を社会心理学的観点から捉え
ることを目的とした．緊急事態に直面した

人々のリアルタイムの反応，そしてその時系
列変化を克明に知ることができる媒体とし
て，人々の自発的で自然な反応が多く含まれ
ていることが期待でき，またたとえ後年であ
っても当時の反応をそのままの形で入手・分
析可能なソーシャルメディアとしてツイッ
ターのログデータを分析対象とした． 
(2) 次に，情報拡散行動に関する研究では，
リスク情報を実際に拡散したマイクロブロ
グユーザおよびリスク情報を受け取ったに
もかかわらず共有しなかったユーザを調査
し，その特性を比較検討した．これまでのソ
ーシャルメディアにおけるリスク情報の拡
散を扱った研究では「インフルエンサー」と
呼ばれる影響力の高いユーザに着目したも
のが多かったが，リスク情報の共有・拡散プ
ロセスを包括的に解明するには，実際にリス
ク情報を共有する数多くの一般的なユーザ
の特性を明らかにする必要があった．多様な
リスク情報の拡散をリスク認知の観点から
整理し，リスクの特性の違いとリツイート行
動の生起の関係を検討することにより，どの
ようなリンク（他のユーザとのつながり）を
持つユーザがどのようなリスク情報を拡散
する傾向があるのかを検討し，リスク情報共
有のメカニズムを明らかにすることを試み
た． 
(3) 最後に，メディアが投稿者の心理的な側
面に及ぼした影響を検討した．東日本大震災
が発生した際，ツイッターがいち早く情報を
得るためのインフラとして活用された．ツイ
ッターはユーザが自ら情報発信するメディ
アとして機能することもあれば，他メディア
に流れた情報を共有する「メタメディア」と
しての側面もある．震災関連情報の中には真
偽のはっきりしない情報もあれば，悪質なデ
マ，各々の立場から肯定的，否定的に捉えら
れる事柄もあり，様々な議論や論争を呼び起
こすことが多くあった．メディアといっても
その性質は様々であり，新聞やテレビといっ
たマスメディア，ツイッターやフェイスブッ
クなどのソーシャルメディア，個人サイトや
ブログなどのパーソナルメディア，画像や動
画といった映像メディアなど様々な種類が
ある．事実を客観的に伝えることに適したメ
ディアもあれば，様々な角度から検証するこ
とに適したメディアもある．ツイッター上の
東日本大震災に関する投稿において，こうし
た様々なメディアが誘発した投稿者の感情
を分析した． 
３．研究の方法 
(1) 感情表出に関する研究では，まず，東日
本大震災直後の 1週間のツイートデータを対
象として，文中に含まれるネガティブ感情語
の出現比率を分析することによって感情反
応の表出傾向を検討した．特にその時系列変
化と日内変動の，ツイート中で言及されてい
る災害（天災（地震や津波）あるいは原子力
事故）による差異に注目した．さらに同様の
観点から，1 年 3 ヶ月にわたる長期的変動に



ついても，ツイートの発信地域情報を加味し
た分析をおこなった． 
また，情報共有行動に関する研究では，投

稿されたツイートのうち特に伝播性の高か
ったものを対象として分析した．東日本大震
災発生前後の約 20 日間に一定数以上リツイ
ートされた災害関連ツイートを対象として，
投稿文中に含まれる感情語を抽出し，その出
現傾向と災害の種類の関連を検討した． 
(2) 情報拡散行動に関する研究では，現在の
日本において日常生活を脅かす可能性があ
ると一般的に考えられているリスクのうち， 
①疾病，②自然災害，③放射能災害に含まれ
る 10 種類のリスク事象を対象とし，これら
のリスクに関連する単語を全 47 語選び出し
た．このリスク関連語を含むツイッターへの
投稿の中から，リスク情報と投稿内容の関連
が明確な投稿を 10 件選定した．さらにこれ
らの投稿において言及されているリスクが
人々にどのように認知されるかを「リスク認
知の二次元モデル」(Dread および Unknown; 
Slovic, 1987)に基づいてオンライン調査を行
った．次に，これらの投稿を拡散したユーザ
（N=1670），および投稿がタイムライン上に
現れたにも関わらず拡散しなかったユーザ
(N=1496)を抽出した．これらのアカウントの
パーソナルネットワークの特性を明らかに
するため，ネットワーク構造の特徴を示す代
表的な指標である中心性（つながりの多さ）
および相互性（相互フォローの多さ）を求め
た．さらに，リスク特性および中心性，相互
性が情報拡散行動に及ぼす影響をロジステ
ィック回帰分析により検討した． 
(3) メディアの影響に関する研究では，震災
3 ヶ月前の 2010 年 12 月 11 日から 2012 年 4
月 16 日までの 493 日間にツイッターに投稿
された震災関連用語 37 語を含むツイート
89,351,242 件を分析対象とした．まず，ツイ
ートに付与された 9,816,625 件の短縮 URL
を元の URL に展開した上で，その URL に基
づいて情報発信元のメディアを分類した．具
体的には，URL のドメインを集計し，その出
現頻度の上位 100 件を対象として，2 名の評
価者により 19 種のカテゴリに分類した．そ
の上で，メディアの URL とともに言及され
る本文中に含まれるポジティブ/ネガティブ
感情語をカウントし，ユーザの感情反応を検
討した． 
４．研究成果 
(1) 感情表出に関する研究では，まず，震災
直後のツイートを対象とした分析において，
大地震発生直後から 1週間にわたる感情反応
の全体的傾向については，災害への言及の有
無や言及されている災害によらず，ポジティ
ブ感情よりもネガティブ感情，特に不安反応
が急増かつ持続的に多く表出されていたこ
とが示された．さらに，地震・津波ツイート
における不安情語の出現比率が連日深夜に
ピークを持つ変動パターンを呈しており，概
日リズムをもつ可能性が示された．一方で，

原発事故ツイートに含まれる不安反応や原
発事故ツイート，地震・津波ツイートにおけ
る怒り反応では振幅の値が小さく，概日リズ
ム性は弱かった．研究成果は研究発表⑤（優
秀発表賞受賞）および⑥と⑦を経て雑誌論文
③としてまとめ，公刊した．長期的変動に関
する分析では，不安の表出は，原発の立地す
る地域でより多く行われていたが，時間経過
とともに減少している傾向が観察され，福島
第一原発により近い地域においてその傾向
が顕著であることが，一方で怒りの表出は，
時間経過の自然減衰の影響を受けにくく，こ
の傾向は福島第一原発からより遠い地域に
おいて顕著であることが示された．研究成果
は現在国際誌に投稿・審査中である． 
また，情報共有行動に関する研究では，投

稿文中に含まれる感情語の出現傾向と災害
の種類の関連について，ネガティブ感情語あ
るいは活性度の高い感情語が多く含まれる
ツイートほど多数回リツイートされていた
こと，中でも極端に高い伝播性を示したツイ
ートについては不安あるいは活性感情語が
より多く含まれていたことが示された．研究
成果は学会発表④（優秀論文賞受賞）を経て
雑誌論文②としてまとめ，公刊した． 
(2) 中心性または相互性の低いユーザはリス
ク情報をより拡散する傾向があった．一方で，
中心性や相互性が高いユーザの情報拡散行
動は投稿の持つ感情価（恐怖）に影響される
ことが示された．中心性や相互性が高いユー
ザは恐怖を喚起する投稿ほど共有する傾向
が認められた．これらの結果は，リツイート
によりリスク情報が拡散する背景には異な
る二つの情報伝播メカニズムが存在するこ
とを示唆している．一つは，多様なリスクに
関する情報交換を目的とするユーザによっ
てリスク情報が媒介されるメカニズムであ
る．このようなメカニズムには比較的中心性
や相互性が低いユーザが関与している．もう
一つの伝播メカニズムは，ユーザ自身が感じ
た恐怖をフォロワーに伝達するためにリス
ク情報が拡散されるというメカニズムであ
る．このような情報伝播はネットワーク上で
互恵的な関係をもつ隣人が多いユーザによ
って媒介される．これまでにも多くの研究が
マイクロブログには情報ネットワークと社
会ネットワークの二つの側面があることを
指摘していたが，リスク情報の拡散メカニズ
ムにこの二つの側面が関係していることを
本研究は示している．研究成果は，雑誌論文
④として公刊したものと，現在国際誌に投
稿・審査中のものがある． 
(3) メディアの影響に関する研究では，ポジ
ティブ感情語とネガティブ感情語の頻度の
月次変化について，メディア毎に詳細に検討
した．総じて，メディアごとに起こる感情の
大きさ（感情語の頻度）や盛り上がりのパタ
ーンに違いが見られた．感情語の含有率が高
かったメディアは，個人ブログや SNS など
個人が自由に文章を発信できる，社会的な規



制を受けにくいメディアであった．一方で，
相対的に社会的な規制を受けやすいマスメ
ディアは，ツイートでの言及数は圧倒的に多
かったが，感情語の含有率は低かった．ポジ
ティブ感情語の含有率が高かったのは「まと
めサイト」で，玉石混交で賛否も分かれる震
災関連情報については整理された情報は有
益であり，人々に好意的に受け止められたの
だと考えられる．ネガティブ感情語の含有率
が高かったのは政党や市民団体などで，ある
特定の立場から意見を述べるという性質上，
異なる立場からの反論を受けやすく，そのた
めにネガティブに言及されることが多かっ
たと考えられる．研究成果は学会発表①を経
て雑誌論文①としてまとめ，公刊した． 
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